



























開催日時 2006 年 7 月 3 日(月)14:00-17:00 会場 時計台記念館 2F 国際交流ホール 
主  催 京都大学経済学研究科上海センター 
共  催 舞鶴港振興会、京都大学上海センター協力会 
後  援 北東アジア・アカデミック・フォーラム 
あいさつ 森棟公夫 京都大学経済学研究科長 
     麻生 純 京都府副知事（舞鶴港振興会を代表して） 
コーディネーター 山本裕美 京都大学経済学研究科上海センター長 
報告者 1)小河内敏朗 元在瀋陽日本国総領事 
2)権 哲男  中国延辺大学副教授(報告者が交代しました) 
3)伊達俊行   舞鶴港振興会常務理事 



















南新疆地域の貧困農家の調査研究(Ohnishi, et al,’’’A Quantitative Study on Farmers’ 














Table 1 Poverty Line and Poverty Population in China 
Year 1978 1986 1992 1994 1995 1998 2000 2002
Poverty Line (Yuan) 100 206 317 440 530 625 625 627 
Poverty Population 
(million) 

















所得格差の統計があり、そこでは 1984,5 年に格差が 2.3 倍であったのが、1987 年には 2.6
倍となり、1988,9 年には 2.8 倍になり、1993,4 年には 3.5 倍になったとなっているが、こ
れが本当に「格差の拡大」を意味しているかどうかは、ただこの数字だけからでは判断で
きないからである。今、農村ではすべての人が”1”の所得を持ったままであると仮定した上
で、たとえば、うまく成長の波に乗った都市住民が 1984,5 年に 3.5 の所得を得ていたとし
ても、そうした都市住民が都市住民全体の中に占める比率が、1/4 でしかなく、その他が農
村と同じ 1 の所得しかなければ都市の平均所得は農村の 2.3 倍に止まる。が、こうした富裕







































(これは 6/21-22 にハルピン工業大学で行なわれた「2006 伝統工業基地転型比較研究国際会
議での報告を要約したものである。) 
